
第２１３号

もっと小美玉を語りたくなるマガジン
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地
元
で
起
業
し
よ
う
と
一
念
発
起
し
て
、
今
年
４
月

に
空
の
え
き 

そ
・
ら
・
ら
近
く
の
小
さ
な
店
舗
で
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
店
を
開
業
し
ま
し
た
。
柿
や
卵
な
ど
の

地
元
産
食
材
を
使
っ
た
ア
イ
ス
を
作
っ
て
、
週
末
を
中

心
に
店
舗
や
イ
ベ
ン
ト
出
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
生
ま
れ
育
っ
た
小
美
玉
を
出
た
の
は
、
高
校
卒
業
時
。

外
に
出
て
広
い
世
界
を
見
た
か
っ
た
の
と
、
小
さ
い
頃

に
料
理
人
に
憧
れ
て
い
た
の
も
あ
り
、
東
京
の
料
理
専

門
学
校
に
進
み
ま
し
た
。
卒
業
後
は
専
門
学
校
の
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
大
好
き
な
料
理
番
組
の
仕
事
に
関
わ
っ

た
り
、
飲
食
店
や
移
動
販
売
、
営
業
の
仕
事
を
し
た
り

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積
む
充
実
し
た
日
々
。
東
京

で
の
暮
ら
し
は
楽
し
く
て
、
地
元
に
戻
る
つ
も
り
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
転
機
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
２
０
２
０
年
９
月
に
一
時
帰

省
し
た
と
き
、
石
岡
市
八
郷
地
区
で
柿
農
家
を
し
て
い

る
高
校
の
同
級
生
と
久
々
に
再
会
し
た
こ
と
で
す
。
意

気
投
合
し
て
柿
の
収
穫
を
手
伝
う
こ
と
に
な
り
、
地
元

地
元
で
頑
張
る
同
世
代
の
姿
に

自
分
の
考
え
が
変
わ
っ
た

で
頑
張
る
同
世
代
と
も
つ
な
が
り
が
で
き
ま
し
た
。
以

前
は
独
立
し
た
い
と
思
い
つ
つ
「茨
城
で
は
無
理
」
と
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
彼
ら
と
話
す
う
ち
に

「で
き
る
か

も
」
と
考
え
が
変
わ
り
ま
し
た
。
「規
格
外
の
柿
を
使
っ

た
ア
イ
ス
」を
思
い
つ
き
、
起
業
の
準
備
を
始
め
ま
し
た
。

　
仕
事
も
生
き
方
も
、
自
分
で
決
め
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
て
、

行
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。
店
を
始
め
て
お
客
さ
ん
と

話
す
よ
う
に
な
り
、
地
元
の
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
い

気
持
ち
が
増
し
ま
し
た
。
「
仕
事
帰
り
に
お
茶
す
る
場

が
ほ
し
い
」と
い
う
声
を
聞
い
た
の
で
、
時
間
を
過
ご
せ

る
よ
う
客
席
を
設
け
る
な
ど
、
店
も
少
し
ず
つ
変
化
さ

せ
て
い
き
た
い
で
す
。

第２１３号

もっと小美玉を語りたくなるマガジン

外之内 加奈さんは、代々続く

酪農一家の4代目。夫の智則

さんと3人の子ども（一くん、

大くん、仁くん）の家族5人で

撮影しました。

10年前、Uターンで小美玉市

に帰ってきた加奈さん。「周囲

の歓迎が温かかった」と当時

の心境を語ってくれました。

➡詳しい記事は4ページへ

今月の表紙

小美玉市山野1657-4

070-8548-9466

11：00～１5：00（土日のみ）

営業日はインスタグラムで

ご確認ください。

帰ってきたひと

井 能  彗 さん （29歳）

い の う さ と し

昨年は「小美玉やってみるプロジェクト」に参加。市内で何か

を始めようとする人たちと出会えました。

■　これまでに住んだ場所

小さなアイス屋

OPPO（オッポ） 店主

小美玉市

東京都練馬区、品川区

小美玉市

（東京との二拠点生活）

U
ターン

3年目

市民主体のシティプロモーションを紹介する魅力発信

誌。「私、小美玉」「渡し、小美玉」の二つの意味が込め

られた冊子は市内の公共施設やさまざまなお店でお

「渡し」しています。 vol.１～4があります。

Watashi Omitama vol.4
井能さんが参加した「やってみるプロジェクト」を紹介

詳しくはこちら

0〜18歳

18〜26歳

26歳〜
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だ
い
ま
︑

お
み
た
ま
︒

「
地
元
に
帰
る
か
、帰
ら
な
い
か
」
。

故
郷
を
離
れ
て
暮
ら
す
人
な
ら
、

誰
も
が
一
度
は
考
え
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
の
特
集
で
は
、小
美
玉
市
に
帰
郷
し
た

　

2
人
の「
帰
っ
て
き
た
ひ
と
」に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

地
元
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

とのうち かな

とものり

はじめ

だい じん
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28
歳
の
と
き
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
小
美
玉
市

に
帰
っ
て
き
て
10
年
目
で
す
。
今
は
家
業
の
牧
場
経

営
と
子
育
て
を
す
る
か
た
わ
ら
、
新
規
事
業
の
ミ
ル

ク
工
房
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
代
々
続
く
酪
農
の
家
に
生
ま
れ
、
小
学
生
の
と
き

に
は
曾
祖
父
が
町
長
を
し
て
い
ま
し
た
。
牛
や
酪
農

は
好
き
で
し
た
が
、
ま
ち
の
ど
こ
に
行
っ
て
も
「
外

之
内
さ
ん
の
家
の
子
」
と
見
ら
れ
る
の
が
苦
手
で
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
「
誰
も
知
ら
な
い
と
こ
ろ
に
行
き

た
い
」と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
大
学
進
学
を
機
に
、
念

願
の
東
京
で
の
一
人
暮
ら
し
を
開
始
。
在
学
中
に

出
会
っ
た
ダ
イ
ビ
ン
グ
と
サ
ー
フ
ィ
ン
に
没
頭
し
て

「
海
の
近
く
に
住
み
た
い
」
と
思
っ
た
こ
と
か
ら
、
卒

業
後
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
移
住
し
ま
し
た
。
現
地

の
学
校
で
英
語
や
ト
レ
ー
ナ
ー
の
勉
強
を
し
な
が

ら
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
ガ
イ
ド
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
当
時
の
生
活
は
自
然
と
と
も
に
暮
ら
す
充
実
し

た
時
間
で
し
た
が
、
与
え
ら
れ
た
環
境
で
力
強
く

生
き
る
動
物
た
ち
を
見
な
が
ら
、
自
分
の
存
在
意

義
や
役
割
は
何
な
の
か
と
考
え
る
日
々
で
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
に
頭
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
こ

の
ま
ち
の
風
景
。
「生
ま
れ
故
郷
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

「
や
り
た
い
！
」
が
尽
き
な
い

小
美
玉
で
の
暮
ら
し

こ
と
が
あ
る
の
で
は
」
と
思
い
、
地
元
に
帰
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
実
家
に
戻
る
と
、
近
所
の
人
や
酪
農
組
合
の
人
た

ち
が
「
よ
く
帰
っ
て
き
た
ね
」
と
笑
顔
で
歓
迎
し
て

く
れ
ま
し
た
。
牧
場
経
営
の
こ
と
も
周
り
の
人
た
ち

が
教
え
て
く
れ
て
、
大
き
な
支
え
で
し
た
。
子
ど
も

の
頃
は
地
域
の
つ
な
が
り
の
強
さ
を
敬
遠
し
て
い
ま

し
た
が
、
大
人
に
な
っ
て
そ
の
温
か
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。
小
美
玉
に
根
を
張
っ
て
か
ら
、
や
り
た
い
こ

と
が
湧
い
て
き
て
尽
き
ま
せ
ん
。
牧
場
を
通
し
て
社

会
貢
献
で
き
る
よ
う
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
前
進
し
続

け
た
い
で
す
。

帰ってきたひと

小美玉を出たひとの思いは？ 小美玉に戻りたいですか？

アンケートから知る
転出者のリアル
進学や仕事の都合など で市から転出した

若 者 向 けに行 ったアンケート の 結 果 から、

転出者の本音を探ります。

人口減少対策や定住促進のた

め策定された第2期総合戦 略

に基づき、施策を行っています。 出典：小美玉市人口ビジョン・総合戦略に係るアンケート調査

　　　 （2019年）の転出者アンケート（18～39歳対象）

（ 回答者 84名 ）

市民が語る！まちを知る！
おみたまくらしを発信中

市民記者が市内の食・人・お店などの地域の情報を取材

し、「私のおすすめ」として紹介しています。

TOWN JOURNAL OMITAMA
市民レポーターによる地元密着ウェブメディア

詳しくはこちら

小美玉市を楽しく元気にするために活動する市民団体

“Omitama Shigoto" （仕事＋私事＋志事）が、小美

玉のローカル情報を伝えるライブ配信番組。YouTube

で過去の番組もチェック！

Omitama Times
小美玉市のローカル情報をお届け

小美玉市で暮らすヒト・モノ・コトを紹介。自分らしい「お

みたまくらし」を見つけるヒントが得られます。

おみたまくらし
小美玉市移住定住サイト

詳しくはこちら

市民が自分の「おみたまくらし」を語る番組。過去の番組

はYouTubeチャンネルで公開中です。

おみたまくらし オンライン
移住定住情報発信番組

詳しくはこちら

ダイヤモンドシティ小美玉
YouTubeチャンネル

ダイヤモンドシティ小美玉
Instaguramアカウント

詳しくはこちら

U
ターン

10年目

外之内  加奈 さん （38歳）

と の う ち か な

株式会社美野里牧場 代表取締役

■　これまでに住んだ場所

小美玉市

東京都町田市

オーストラリア

小美玉市

0〜18歳

18〜23歳

23〜28歳

28歳〜

小美玉市まち・ひと・しごと創生総合戦略
ダイヤモンドシティ・プロジェクト

戻りたい

14.3％
できれば戻りたい

15.5％

その他

3.6％

今はわからない

33.3％

戻るつもりはない

33.3％

詳
し
く
は

こ
ち
ら

   働く場所がある （４票）

   安心して子育てができる環境がある （４票）

   公共交通が便利 （３票）

   住みたいと思える住宅地がある （３票）

   働く場所がある （４票）

   公共交通が便利になる （４票）

   住みたいと思える住宅地がある （４票）

   病院や福祉、 介護施設の充実 （３票）

戻りたい理由は？

何が改善されれば戻りたいですか？

転出者の29.8％が「戻りたい」と回答

「戻るつもりはない」人は33.3％
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之
内
さ
ん
の
家
の
子
」
と
見
ら
れ
る
の
が
苦
手
で
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
「
誰
も
知
ら
な
い
と
こ
ろ
に
行
き

た
い
」と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
大
学
進
学
を
機
に
、
念

願
の
東
京
で
の
一
人
暮
ら
し
を
開
始
。
在
学
中
に

出
会
っ
た
ダ
イ
ビ
ン
グ
と
サ
ー
フ
ィ
ン
に
没
頭
し
て

「
海
の
近
く
に
住
み
た
い
」
と
思
っ
た
こ
と
か
ら
、
卒

業
後
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
移
住
し
ま
し
た
。
現
地

の
学
校
で
英
語
や
ト
レ
ー
ナ
ー
の
勉
強
を
し
な
が

ら
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
ガ
イ
ド
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
当
時
の
生
活
は
自
然
と
と
も
に
暮
ら
す
充
実
し

た
時
間
で
し
た
が
、
与
え
ら
れ
た
環
境
で
力
強
く

生
き
る
動
物
た
ち
を
見
な
が
ら
、
自
分
の
存
在
意

義
や
役
割
は
何
な
の
か
と
考
え
る
日
々
で
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
に
頭
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
こ

の
ま
ち
の
風
景
。
「生
ま
れ
故
郷
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

「
や
り
た
い
！
」
が
尽
き
な
い

小
美
玉
で
の
暮
ら
し

こ
と
が
あ
る
の
で
は
」
と
思
い
、
地
元
に
帰
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
実
家
に
戻
る
と
、
近
所
の
人
や
酪
農
組
合
の
人
た

ち
が
「
よ
く
帰
っ
て
き
た
ね
」
と
笑
顔
で
歓
迎
し
て

く
れ
ま
し
た
。
牧
場
経
営
の
こ
と
も
周
り
の
人
た
ち

が
教
え
て
く
れ
て
、
大
き
な
支
え
で
し
た
。
子
ど
も

の
頃
は
地
域
の
つ
な
が
り
の
強
さ
を
敬
遠
し
て
い
ま

し
た
が
、
大
人
に
な
っ
て
そ
の
温
か
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。
小
美
玉
に
根
を
張
っ
て
か
ら
、
や
り
た
い
こ

と
が
湧
い
て
き
て
尽
き
ま
せ
ん
。
牧
場
を
通
し
て
社

会
貢
献
で
き
る
よ
う
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
前
進
し
続

け
た
い
で
す
。

帰ってきたひと

小美玉を出たひとの思いは？ 小美玉に戻りたいですか？

アンケートから知る
転出者のリアル
進学や仕事の都合など で市から転出した

若 者 向 けに行 ったアンケート の 結 果 から、

転出者の本音を探ります。

人口減少対策や定住促進のた

め策定された第2期総合戦 略

に基づき、施策を行っています。 出典：小美玉市人口ビジョン・総合戦略に係るアンケート調査

　　　 （2019年）の転出者アンケート（18～39歳対象）

（ 回答者 84名 ）

市民が語る！まちを知る！
おみたまくらしを発信中

市民記者が市内の食・人・お店などの地域の情報を取材

し、「私のおすすめ」として紹介しています。

TOWN JOURNAL OMITAMA
市民レポーターによる地元密着ウェブメディア

詳しくはこちら

小美玉市を楽しく元気にするために活動する市民団体

“Omitama Shigoto" （仕事＋私事＋志事）が、小美

玉のローカル情報を伝えるライブ配信番組。YouTube

で過去の番組もチェック！

Omitama Times
小美玉市のローカル情報をお届け

小美玉市で暮らすヒト・モノ・コトを紹介。自分らしい「お

みたまくらし」を見つけるヒントが得られます。

おみたまくらし
小美玉市移住定住サイト

詳しくはこちら

市民が自分の「おみたまくらし」を語る番組。過去の番組

はYouTubeチャンネルで公開中です。

おみたまくらし オンライン
移住定住情報発信番組

詳しくはこちら

ダイヤモンドシティ小美玉
YouTubeチャンネル

ダイヤモンドシティ小美玉
Instaguramアカウント

詳しくはこちら

U
ターン

10年目

外之内  加奈 さん （38歳）

と の う ち か な

株式会社美野里牧場 代表取締役

■　これまでに住んだ場所

小美玉市

東京都町田市

オーストラリア

小美玉市

0〜18歳

18〜23歳

23〜28歳

28歳〜

小美玉市まち・ひと・しごと創生総合戦略
ダイヤモンドシティ・プロジェクト

戻りたい

14.3％
できれば戻りたい

15.5％

その他

3.6％

今はわからない

33.3％

戻るつもりはない

33.3％

詳
し
く
は

こ
ち
ら

   働く場所がある （４票）

   安心して子育てができる環境がある （４票）

   公共交通が便利 （３票）

   住みたいと思える住宅地がある （３票）

   働く場所がある （４票）

   公共交通が便利になる （４票）

   住みたいと思える住宅地がある （４票）

   病院や福祉、 介護施設の充実 （３票）

戻りたい理由は？

何が改善されれば戻りたいですか？

転出者の29.8％が「戻りたい」と回答

「戻るつもりはない」人は33.3％

5 広報おみたま　2023.12
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市レク ・ クロッケー協会チームが

県大会で大活躍

茨城県レク ・ クロッケー決勝大会に市レク ・ ク

ロッケー協会から 8 チームが出場し、 3 チーム

がブロック優勝、 2 チームが準優勝という好成

績を収めました。

スポーツ推進課　スポーツ推進係

☎ 0299-４８-１１１1　（内線 2252）

問

オール美野里スーパーシニアが

県代表として関東大会出場

市ソフトボール連盟所属のオール美野里スー

パーシニアが茨城県予選会で優勝し、 群馬県

で開催された、 第２3 回関東スーパーシニアソ

フトボール大会に出場しました。

スポーツ推進課　スポーツ推進係

☎ 0299-４８-１１１1　（内線 2252）

問

第39回全国道場対抗剣道大会

小川少年剣友会が全国大会に初出場

小川少年剣友会が茨城県予選を勝ち抜き、 第

39 回全国道場対抗剣道大会（団体戦） に初出

場しました。 また、 同日に開催された第 47 回

全国道場少年剣道選手権の小学生男子の部に

は、 団体戦の先鋒を担った海老原旬さんが出

場しました。 選手と指導者の皆さんは市役所を

訪れ、 初出場の喜びを報告しました。

■団体戦メンバー

先峰 ： 海老原　旬さん(小川北義務 5 年生)

次鋒 ： 生稲　倫汰さん（小川南中 3 年生）

中堅 ： 関口　翔太さん（大学生）

副将 ： 海老原　秀則さん（30 歳以上）

大将 ： 山田　英樹さん （40 歳以上）

スポーツ推進課　スポーツ推進係

☎ 0299-４８-１１１１　（内線 2252）

問

お見積り特典あり！！
お楽しみに！
お見積り特典あり！！
お楽しみに！

12月16土・17日12月16土・17日12月16土・17日

2 周年感謝祭！！
ショールーム



7 広報おみたま　2023.12

船見信治さん 本多正俊さん

第２８回茨城県健康福祉祭いばらきねんりんスポーツ大会（開催地 ： 笠松運動公園） のクロッケー、

ワナゲ、 ゲートボール種目で老人クラブなどの市内３団体が優勝しました。 クロッケー種目は昨年に引

き続きの優勝を果たし、 連覇を成し遂げました。

いばらきねんりんスポーツ大会で市内 3 団体が優勝

クロッケー種目：おみたまにじいろクラブ ワナゲ種目：北浦シニアクラブ ゲートボール種目：おみたまクラブ

市内に営業所のある株式会社つくば電気通信

（本社 ： 土浦市） が公益のために私財を寄附し

たことに対して、 その功労が讃えられ、 内閣府

より紺綬褒章を授与されました。 １０月２６日に

小美玉市役所本庁にて、 島田市長より植田代

表取締役へ物品伝達式が行われました。

■紺綬褒章とは

公益のために私財を国、 地方公共団体又は公

益団体に寄附した方を対象とした国の褒章制度。

各府省等の推薦に基づき審査をして授与を行う。

株式会社つくば電気通信が紺綬褒章を受賞

秘書課　秘書公聴係　☎ 0299-４８-１１１１　（内線 1202）問

介護福祉課　高齢福祉係　☎ 0299-４８-１１１１　（内線 3112）問
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明治安田生命保険相互会社つくば支社が寄附

明治安田生命保険相互会社つくば支社（幸森

真人支社長） から 303,000 円の寄附をいた

だきました。 この寄附は、 地域住民の豊かな暮

らし ・ 健康づくりに取り組む 「地域の元気プロ

ジェクト」 の一環として毎年実施しているもので、

小美玉市にゆかりがある従業員からの募金と会

社からの寄附を合わせたものです。 いただいた

寄附は不妊治療費の財源として活用させていた

だきます。

政策企画課　政策推進係　☎ 0299-48-1111　（内線 1232）問

小美玉市新まちづくり構想等策定に向けた

策定委員会と分科会を開催しました

詳細はこちら▶

ID 0 0 9 9 0 5

るパブリックコメントでの意見を踏まえ、 策定委

員会を開催し、 来年３月中の策定を目指します。

市は現在、 にぎわいと活力にあふれ、 わいわ

い人が行き交うまちを目指し、 小美玉市新まち

づくり構想等の策定を進めています。 9 月25

日の第 3 回分科会では、 百里飛行場前や羽

鳥駅前の新交流拠点の整備、 百里飛行場周辺

財産の活用、 玉里市街地や大井戸湖岸公園、

権現山公園の取り組みなどについて各分科会

で活発な議論を行いました。また、11月6日の第

2回策定委員会では、各分科会長から審議経

過と結果の報告後、構想（案）と各基本計画（案）

をまとめました。 今後、 12 月中旬から行われ

健康増進課　感染症予防係　☎ 0299-４８-１１１1　（内線 4007）問

相談料 は頂いておりません

相続

司法書士市ノ澤事務所

茨城県石岡市鹿の子４丁目５番１号
茨城司法書士会所属 司法書士 市ノ澤 創

0299-56-4333

遺言
不動産の名義変更

抵当権の抹消

税込価格畳は最高の床材です！

国産畳表替 　7,700円～

大サイズ

　2,300円アミ戸張替
厚口紙 大サイズ

　2,860円障子張替

　2,750円～襖貼替

☎0299(26)0669
石岡市旭台 1-15-1

私がお伺い
します
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子どもの自然体験活動の充実とジュニアリー

ダーの育成を目的に、 第６回市子ども会ジュニ

アリーダー研修会を県立中央青年の家で開催

しました。 小学４年～６年生に加えて、 サポート

役の中 ・ 高校生リーダー （リーダーズクラブ小

美玉）、 子ども会役員の 60 名が参加しました。

子どもたちは、 キャンプファイヤーや野外調理

活動などの交流を通して、 たくさんの仲間を作

ることができ、 参加者からは 「来年もぜひ参加

したい」 という声が上がりました。

市子ども会ジュニアリーダー研修会

仲間づくり自然体験キャンプを開催しました

詳細はこちら▶

ID 0 0 8 1 9 1

第９回関東近県生涯学習・社会教育実践研究交流会

住みよい堅倉地区をつくる会が県代表として発表

水戸市民会館で開催された 「第９回関東近県

生涯学習 ・ 社会教育実践研究交流会」 で、 住

みよい堅倉地区をつくる会 （磯辺　寛会長 ： 写

真右） が茨城県代表として事例発表を行いま

した。 事例として堅倉小学校で開催した防災教

室を発表し、 土石流体験車、 段ボールベット

組み立て、 地域住民と児童の防災に関する学

習会などを紹介しました。 学校 ・ 保護者 ・ 地

域と連携した防災教育の取り組みに、 参加者

からは 「地域のコミュニティの重要性を改めて

感じた」 という声が上がりました。
詳細はこちら▶

ID 0 0 9 1 6 3生涯学習課　生涯学習係

　☎ 0299-４８-１１１１　（内線 2262）

問

生涯学習課　生涯学習係

　☎ 0299-４８-１１１１　（内線 2262）

問

公益社団法人 石岡地方広域シルバー人材センター
����-��-����お問い合わせは まで石岡市茨城三丁目８番１４号

・あなたに合った働き方が探せます
・趣味と働き方の両立ができます
・約900人の仲間が待っています

��歳以上の新人会員 活躍中！
60歳からの働き方改革

お庭の外構工事はお任せください！

駐車場コンクリート舗装

雑草対策（砕石敷き・レンガ敷き）

カーポート・テラス屋根

☎ 0299-56-6022

フェンス・境界ブロック

天然芝・人口芝

ウッドデッキ

伊勢山技建

外構工事専門店

伊勢山技建株式会社
茨城県石岡市東成井911

お気軽にご相談ください

見積り ・相談無料

地域密着

施工事例多数
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任期満了に伴う小美玉市議会議員一般選挙が

11 月 19 日に市内 40 か所の投票所で行われ

ました。定数 20 名に対して２３名が立候補し、

投開票の結果は以下のとおりとなりました。

小美玉市議会議員の２０名が決定しました

性別 当日有権者数 投票者数 投票率

男 20,063 10,812 53.89％

女 20,055 11,058 55.14％

計 40,118 21,870 54.51％

■投票者数・投票率

結果 立候補者名 党派 得票数 新・現

当選 戸田　大我 無所属 1,722票 新

当選 内田　和彦 公明党 1,279票 新

当選 村田　春樹 自由民主党 1,251票 現

当選 岩本　好夫 無所属 1,204票 現

当選 荒川　一秀 無所属 1,180票 現

当選 長津　智之 無所属 1,073票 現

当選 石井　旭 無所属 1,051票 現

当選 宮内　勇二 無所属 1,035票 新

当選 鬼田　岳哉 無所属 1,019票 新

当選 長島　幸男 無所属 1,016票 現

当選 真家　功 無所属 928票 現

当選 山崎　晴生 無所属 909票 現

当選 谷仲　和雄 無所属 866票 現

当選 香取　憲一 無所属 860票 現

当選 市村　文男 無所属 843票 現

当選 大槻　良明 無所属 840票 現

当選 田村　昌男 無所属 809票 現

当選 鈴木　俊一 無所属 807票 現

当選 島田　清一郎 無所属 798票 現

当選 福島　ヤヨヒ 日本共産党 696票 現

渡部　亜衣 小美玉新党 639票 新

福田　祥子 参政党 529票 新

太田　精一 無所属 324票 新

■小美玉市議会議員一般選挙　開票結果

市選挙管理委員会事務局（総務課内） ☎ 0299-４８-１１１１（内線 1275）問
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秘書課　秘書広聴係

☎ 0299-48-1111　（内線１２１１）

問

皆さんのご意見をお寄せください

パブリックコメントを募集します

■公表資料一覧 

閲覧

場所

①小美玉市役所庁舎

（本庁、小川、玉里）

②市ホームページ ▶

募集

期間
12月1５日（金）～令和６年1月1５日（月）

提出

方法

意見提出用紙を市ホームページか閲覧

場所で取得し、意見をいただく計画名、

住所、氏名、電話番号を明記のうえ、以下

のいずれかの方法で提出してください。

▶郵送

〒319-0192 小美玉市堅倉835

小美玉市役所　秘書課

▶FAX

0299-48-1199

▶電子申請

市ホームページの申請フォーム

（QRコードからアクセスできます）

▶提案箱

閲覧場所にある提案箱に投函

その他

・電話や口頭での意見は受け付けませ

ん。

・個人情報は他の目的には使用しませ

ん。

・意見中、個人が特定できる情報は伏せ

た上で公表します。

・個別の回答は行いません。

市の未来に向けた方針や計画をより良いものに
するため、市民の皆さんからのご意見を募集しま
す。皆さんからの貴重な声をお待ちしています。

■パブリックコメントとは？

市が重要な事案などを策定する過程で、市民に
案を公表し、広く意見・情報・改善案を求める手
続きをパブリックコメントと言います。提出された
意見に対する市の考え方を公表し、その結果を
反映することによって、よりよい行政を目指しま
す。

ID 0 0 9 4 5 6

資料名 所管課（問い合わせ）

小美玉市一般廃棄物処理基本計画（改定案）
　環境課　廃棄物対策係

　☎ 0299-48-1111（内線１144）

小美玉市地球温暖化対策実行計画（事務事業）（改定案）
　環境課　環境衛生係

　☎ 0299-48-1111（内線１141）

小美玉市地域防災計画（改定案）
　防災管理課　危機管理係

　☎ 0299-48-1111（内線１013）

小美玉市障がい者計画・第7期障がい福祉計画・第3期障がい児

福祉計画（案）

　社会福祉課　障がい福祉係

　☎ 0299-48-1111（内線3232）

小美玉市高齢者福祉計画・第9期介護保険事業計画（案）
　介護福祉課　介護保険係

　☎ 0299-48-1111（内線3123）

小美玉市新まちづくり構想～新たな交流を目指して～（案）

　都市整備課　都市計画係

　☎ 0299-48-1111（内線1414）
百里飛行場新交流拠点整備基本計画（案）

百里飛行場周辺財産活用基本計画（案）
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小中一貫教育について
詳細はこちら▶

ID 0 0 9 1 6 1

市は小中一貫教育を推進しており、 学校間の

連携 ・ 交流を図ることによる継続的な指導体

制と教育環境の整備等について検討を進めて

います。

市内にある全９校の学校では、 小学校 （義務

教育学校前期課程） から中学校 （義務教育学

校後期課程） までの９年間を通して、 「確かな

学力」 「豊かな心」 「たくましい体」 の育成を

目指し、 学校教育を行っています。 令和５年度

の各中学校区の取り組みの一部を紹介します。

市内全校で進めています！

小中一貫教育の取り組み紹介

学校のために

頑張りたいです！

魅力ある

義務教育学校

去年の今頃は、友達や勉強のことなど、中学校生

活への不安でいっぱいでした。そんな不安も去年

の12月に開かれた学校見学会に参加したことで

ワクワクに変わりました。先輩達がとても分かりや

すく、学校の行事や部活動、生徒の様子について

スライドを使って説明をしてくれたからです。今で

は他の小学校出身の友達もたくさんできました。

僕も学校をよりよくするために頑張りたいです。

小中一貫の義務教育学校として開校し、２年目と

なりました。本校では、前期課程から段階的に教

科担任制を導入することで、教師の専門性を生か

した授業を行っています。また、行事や清掃活動

を縦割り班で行うなど、異学年交流を進めること

で、児童生徒や教師が互いに人間関係を深めて

います。今後も児童生徒一人ひとりを大切にしな

がら、教職員が力を合わせて「魅力ある学校づく

り」を目指していきたいです。

６月に行われた推進委員会の様子です。美野里中学

校区の小中一貫教育の今年度の方針について話し合

いました。

9月２６日に、全校児童生徒による体育祭が行われま

した。写真は、代表リレーのスタート地点で、９年生が１

年生に声を掛けて励ましている様子です。

美野里中学校

1 年　鈴
す ず き

木 瑛
え い た

太 教務主任　大
お お え だ

枝 俊
し ゅ ん た ろ う

太郎

美野里中学校区
竹原小 ・ 羽鳥小 ・ 堅倉小 ・ 納場小 ・

美野里中の施設分離型

小川北義務教育学校
施設一体型

自らきたえ　のびやかな心で

理 想の学びを求める　美野里の子

温かい心で人と関わり、 未来を

切り拓くたくましい児童生徒の育成

教育指導課　指導係　☎ 0299-48-1111　（内線 2231）問

小中一貫
教育目標

小中一貫
教育目標

美野里中堅倉小

竹原小

納場小

羽鳥小

施設分離型小中一貫教育

玉里学園義務教育学校
小川北義務教育学校

義務教育学校

み の

り
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紹介します！わたしの学校 本と人とのつながりを大切に

21

1　お話の広場（紙芝居）　　2 お話の広場（本の読み聞かせ）　　3 お話前のやりとり

3

私たちの学校は、義務教育学校ならではの行事

を多く行っており、全学年でのスポーツフェスティ

バルや異学年交流での班活動などがあります。

また、図書委員会では後期課程生徒（中学生）が

前期課程児童（小学生）に読み聞かせを行って

います。放送で呼びかけをして、地域の読み聞か

せグループと協力しながら、さまざまな本に触れ

る機会を後期課程生徒主体で作っています。こ

の企画が、玉里学園をつなぎ、地域をつなぐあた

たかい伝統になればと思います。

本校では、図書委員の後期課程生徒（中学生）

が前期課程児童（小学生）に対する読み聞かせ

を行っています。手遊びから始まり、声色を変え

ながらお話を読み進めていきます。読み聞かせ

の後には、大きな拍手とタッチを求める児童の

姿もあり、読み聞かせを通して、自然と交流が深

まります。また、学校司書とともに行う図書室の環

境整備、地域の読み聞かせグループによる読み

聞かせなど、本を通してさまざまな人がつながり、

関わり合っています。

９年

高
た か の

野 心
み う

詩 さん

学校紹介

玉里学園義務教育学校

篠
し の ざ き

﨑 美
み え

栄 教諭

教育指導課　指導係　☎ 0299-48-1111　（内線 2231）問

学校教育目標 ：

たくましく　まごころあふれる

りりしい児童生徒の育成

小美玉観光協会

ホームページ霞ケ浦から昇る初日の出は、 眺望の良さから近年の人

気スポットです。 霞ケ浦と初日の出の見事なコラボレー

ションを眺めながら、 新年をお祝いしませんか。

令和 6 年 1 月 1 日 （月） ６：50 頃 （日の出の時刻）

大井戸湖岸公園 （下玉里 2508-1）

大井戸湖岸公園で新年を祝う！初日の出イベント

日時

場所

（一社） 小美玉観光協会　☎ 0299-37-1255問
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語
句
解
説

官
道
（か
ん
ど
う
）

　

飛
鳥
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
都
と
地

方
の
国
府
と
を
結
ぶ
た
め
の
幹
線
道
路

と
し
て
整
備
さ
れ
た
大
型
直
線
道
路

（五ご

き

し

ち

ど

う

畿
七
道
）な
ど
を
指
す
。

国
府
（こ
く
ふ
）

　

奈
良
・
平
安
時
代
、
地
方
の
国
ご
と
に
置

か
れ
た
政
務
を
執と

る
た
め
の
施
設
。
今
の

県
庁
に
あ
た
る
。
常
陸
国
は
現
在
の
石
岡

市
に
置
か
れ
た
。

駅
家
（う
ま
や
）

　

官
道
に
沿
っ
て
、
30
里
（
現
在
の
距
離
で

約
16
㎞
）
ご
と
に
置
か
れ
た
施
設
で
、
乗
り

継
ぎ
用
の
馬
が
備
え
ら
れ
て
い
た
。

結
ぶ
東
海
道
を
利
用
し
て
、
常
陸
国
か
ら

も
物
資
が
運
ば
れ
て
い
た
の
で
す
。

陸む

つ奥
国
へ
延
び
る
官か

ん
ど
う道

と
安あ

ご

の

う

ま

や

侯
駅
家

　

笠
間
市
五
万
堀
古
道
が
常
陸
国
府
か
ら

東
北
へ
延
び
る
官
道
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

や
、
笠
間
市
東
平
遺
跡
が
安
候
駅
家
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
が
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

　

東
平
遺
跡
の
所
在
す
る
笠
間
市
大
字

安あ

ご居
は
涸ひ

ぬ

ま沼
川
の
南
岸
に
位
置
し
、
「
あ

ご
」
と
い
う
地
名
や
長
者
屋
敷
の
伝
承
、

炭
化
米
の
出
土
な
ど
か
ら
、
安
侯
駅
家
の

遺い
し
ょ
う

ち

称
地
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
発
掘

調
査
で
は
長
さ
21
ｍ
、
幅
10
ｍ
ほ
ど
の
礎
石

建
物
跡
や
大
型
の
掘
立
柱
建
物
跡
な
ど

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

駅
家
に
は
籾も

み

を
蓄
え
て
お
く
た
め
の
大

型
の
倉
が
あ
り
、
「
騎
兵
長
十
」
と
記
さ
れ

た
墨ぼ

く
し
ょ書

土
器
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
騎
兵
が
駐

ち
ゅ
う
と
ん屯

し
て
い
た
可
能
性
が
考

え
ら
え
て
い
ま
す
。

羽
鳥
地
区
に
残
る
官
道
跡
と
義
家
伝
説

　

羽
鳥
地
区
と
そ
の
周
辺
に
は
、
八は

ち
ん
ま
ん
た

幡
太

郎ろ
う
よ
し
い
え

義
家
が
奥
州
遠
征
の
際
、
五
万
の
兵
を

連
れ
て
通
っ
た
と
い
う
伝
説
に
因
む
「五
万

堀
」
の
小こ

あ

ざ字
や
細
長
い
堀
跡
（
窪く

ぼ

ち地
）
が
い

く
つ
も
残
っ
て
い
ま
す
。
手
堤
、
高
田
、
江

戸
、
羽
刈
、
花
館
、
羽
鳥
な
ど
に
「五
万
堀
」

の
地
名
が
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
結
ぶ

と
一
本
の
直
線
上
に
安
侯
駅
家
方
向
へ
と

連
な
る
の
で
す
。

　

手
堤
地
区
の
五
万
堀
で
観
察
し
た
道
路

の
断
面
は
幅
約
９
ｍ
、
厚
さ
が
40
㎝
ほ
ど

あ
り
、
両
側
に
幅
約
90
㎝
の
溝
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
断
面
と
大
規
模
に
一

直
線
に
延
び
る
状
況
か
ら
古
代
官
道
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
も
羽
鳥
地
区
ば
か

り
で
な
く
、
こ
の
ル
ー
ト
上
の
安
侯
駅
家

や
水
戸
市
渡
里
地
区
に
も
長
者
伝
説
や

小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う 

65

小
美
玉
市
を
通
っ
て
い
た
古
代
官
道
と
八
幡
太
郎
義
家
伝
説

道
で
結
ば
れ
る
都
と
常
陸

　

律
令
国
家
は
、
中
央
と
地
方
の
連
絡
を

密
に
し
、
兵
を
す
ば
や
く
移
動
で
き
る
よ

う
道
路
網
を
整
備
し
ま
し
た
。
道
路
に
は

等
級
が
あ
り
、
大お

お

じ路
（山
陽
道
）、
中ち

ゅ
う
ろ路

（東

海
道
、
東
山
道
）
、
小こ

う

じ路
（
北
陸
道
、
山
陰

道
、
南
海
道
、
西
海
道
）
に
分
か
れ
て
い
ま

し
た
。

　

常
陸
国
は
中
路
の
東
海
道
に
属
し
、
都

か
ら
の
終
点
に
あ
た
り
ま
す
。
静
岡
市

曲ま
が
り
か
ね
き
た

金
北
遺
跡
で
は
、
側
溝
を
含
め
た
幅

約
12
ｍ
、
長
さ
約
３
５
０
ｍ
に
わ
た
っ
て
一

直
線
に
延
び
る
古
代
東
海
道
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
道
路
の
側
溝
か
ら
常
陸
国
産
の

須す

え

き

恵
器
や
「
常
陸
国
鹿
島
郡
」
と
記
さ
れ

た
木も

っ
か
ん簡

が
出
土
し
ま
し
た
。
都
と
地
方
を

五
万
堀
（
窪
）
な
ど
の
地
名
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
直
線
道
を
平
安
後
期
に
八
幡
太
郎

義
家
が
通
過
し
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
ま

す
。

（市
文
化
財
保
護
審
議
会
長　

海
老
澤　

稔
）

古代常陸国の官道

生涯学習センターコスモス　☎0299-26-9111問

羽刈の道路跡

発掘された五万堀古道（笠間市）
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玉
里
短
歌
会

父
母
の
明
治
に
残
し
し
歌
集
読
み
一
番
鶏
の
鳴
く
声
を
聞
く

音
も
な
く
静
か
に
花
弁
開
き
ゆ
く
朝
顔
の
白
に
数
多
虫
寄
る

盆
お
ど
り
月
夜
の
帰
り
影
ふ
み
を
皆
は
し
ゃ
ぎ
せ
し
夏
の
想
い
出

坂
道
は
我
を
気
遣
い
歩
を
ゆ
る
め
時
折
り
止
ま
る
愛
犬
の
ゆ
ず

社
へ
と
続
く
坂
道
走
り
根
の
顕
と
な
る
も
土
手
支
え
お
り

齋　

藤　

か
つ
み

正　

木　

敦　

子

高　

田　

久　

子

松　

田　

通　

喜

野　

口　

初　

江

美
野
里
短
歌
ク
ラ
ブ

　

雨
上
が
り
風
に
乗
り
く
る
草
の
香
が
鼻
先
掠
め
か
す
か
に
匂
う

　
「
幸
せ
は
自
分
の
心
次
第
で
す
」
ベ
ニ
シ
ア
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
届
く

　

退
院
し
一
番
先
に
気
に
な
る
は
友
に
も
ら
い
し
皇
帝
ダ
リ
ア

　

球
児
ら
は
熱
戦
終
え
て
土
浦
の
駅
に
降
り
立
つ
日
焼
の
顔
で

　

栗
を
む
く
こ
の
堅
き
皮
い
ず
こ
よ
り
虫
が
入
る
や
不
思
議
に
思
う

小
川
短
歌
会

天
高
し
柿
熟
る
る
季と

き

の
ひ
す
が
ら
を
鋭
き
百も

ず舌
の
声
ひ
び
き
交か

う

シ
ル
バ
ー
カ
ー
押
し
て
散
歩
も
楽
し
い
ね
昨
日
あ
の
道
今
日
は
こ
の
道

青
春
だ
五
十
年
ぶ
り
の
ボ
ー
リ
ン
グ
真
剣
に
な
り
二
位
の
賞
品

切
り
戻
し
追
肥
い
く
度
サ
ル
ビ
ア
の
赤
さ
え
ざ
え
と
晩
夏
の
ひ
か
り

恋
人
に
よ
り
そ
う
が
如
き
白
き
蝶
花
の
上
下
に
た
わ
む
れ
て
い
る

菱　

沼　

清　

子

菱　

沼　

友　

江

山　

口　

和　

代

宇
都
宮　

和　

子

碇　

谷　

き　

え

石　

田　

は
る
江

根　

本　

智
恵
子

小　

川　

ヒ
ロ
コ

幡　

谷　

啓　

子

佐　

藤　
　
　

正

み
づ
う
み
俳
句
会

山
あ
い
に
赤
く
燃
え
立
つ
な
な
か
ま
ど

秋
高
し
幾
山
越
え
て
八
十
路
か
な

秋
の
寺
天
に
と
ど
け
と
鐘
を
つ
く

読
み
き
れ
ぬ
本
を
重
ね
て
炬
燵
入
り

祖
母
の
家
足
浮
か
し
け
り
炭
炬
燵

み
の
り
俳
句
会

柿
た
わ
わ
暮
色
に
染
ま
る
麓
村

月
軒
に
か
か
り
て
欠
け
る
と
こ
ろ
な
く

娘
と
参
る
箱
根
の
旅
の
秋
刀
魚
膳

大
木
を
登
り
切
っ
た
る
蔦
紅
葉

そ
ば
の
花
や
さ
し
き
白
で
あ
り
に
け
り

塚　

田　

文　

江

友　

水　
　
　

清

佐　

藤　

清　

子

島　

田　

草　

心

白
根
澤　

清　

香

井　

坂　

あ　

さ

網　

代　

奈
津
江

矢　

口　

冨　

久

村　

田　

妙　

子

木　

村　

小
夜
子

欅
の
会

蛇
穴
に
入
り
損
ね
て
い
る
日
和

か
く
れ
ん
ぼ
花
野
の
海
に
溺
れ
そ
う

秋
夕
焼
風
の
奏
で
る
昴
の
う
た

濃
紺
菊
ふ
ん
だ
ん
に
活
け
誕
生
日

冬
銀
河
弾
か
ざ
る
琴
の
音
色
か
な

く
る
み
俳
句
会

寒
き
朝
心
温
も
る
紅
茶
か
な

落お
ち
ば
み
ち

葉
径
俳
句
ポ
ス
ト
の
あ
る
古こ

さ
つ刹

季
節
は
や
瞬
時
に
変
り
冬
仕
度

初
も
み
じ
川
面
に
光
る
浄
蓮
寺

七
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

小美玉に戻って、自分の挑戦を応援してくれる良い人たちと
出会えました。昨年参加した「やってみるプロジェクト」で得
た人のつながりは、今後も大事にしていきたいです。　20代

視察研修で小美玉市を訪問。「対話の文化」を軸とした広報
やシティプロモーションに感銘を受けました！れんこん農家小
松﨑さんの話にも引き込まれ、印象的でした。　静岡県20代

Vol.38 「マイホームタウン」

4コマ小美玉暮らし

先日、市内のバドミントン大会に参加させていただき、改め
てスポーツの楽しさを実感しました。○○の秋、みなさんは
どんな秋でしたか？ 　環境課　村松（入庁1年目）

これからも、小美玉市の美味しい農産物を全国に発信してく
ださい！　京都府50代（ふるさと納税応援メッセージ）

作者紹介　橋本笑優

小美玉育ち。 猫はパワーの源、 絵

は幼少期からの趣味。 都内映像制

作会社のADを経験をし

た後、 今年3月から写

真を始めました。 ご依

頼も承っています！

小美玉の日常をゆる～く描く4コマ漫画。小美

玉のクリエイターが３か月交代で担当します。

多分野で活躍した市内の生徒を紹介します

さまざまな分野で活躍している市

内の中学校、義務教育学校の生徒

が市長を表敬訪問しました。受賞

内容や好成績を収めた感想、日頃

の取り組みなどを報告しました。

教育指導課　指導係

☎0299-48-1111（内線2234）

問

第47回関東中学校水泳競技大会

男子4×100ｍフリーリレー　出場

男子4×100ｍメドレーリレー　出場

男子200ｍ個人メドレー　出場

第47回関東中学校水泳競技大会

男子4×100ｍフリーリレー　出場

男子4×100ｍメドレーリレー　出場

第47回関東中学校水泳競技大会

男子4×100ｍフリーリレー　出場

男子4×100ｍメドレーリレー　出場

男子200ｍ平泳ぎ　出場

男子１００ｍ平泳ぎ　出場

第47回関東中学校水泳競技大会

都県対抗４×５０ｍ混合フリーリレー　出場

第６３回茨城県中学校新人体育大会陸上競技大会

共通男子３０００ｍ　第3位

第47回関東中学校水泳競技大会

女子２００ｍ自由形　出場

第５１回関東中学校陸上競技大会

共通男子２００ｍ　出場

第６３回茨城県中学校新人体育大会陸上競技大会

共通男子走高跳　第2位

第６３回茨城県中学校新人体育大会陸上競技大会

共通男子１５００ｍ　第3位

令和5年度茨城県中学校総合体育大会

バドミントンの部　団体　優勝

令和5年度関東中学校体育大会・

第54回関東中学校バドミントン大会

団体　ベスト８

令和5年度茨城県中学校総合体育大会

バドミントンの部　個人　第2位

令和5年度関東中学校体育大会・

第54回関東中学校バドミントン大会

個人　ベスト１６

大会名/結果

美野里中　１年　小澤　侑時
美野里中　３年　石川　智也

美野里中　3年　井坂　仁一郎

美野里中　3年　真田　蓮生

美野里中　2年　石川　道也

玉里学園　９年　山口　恋夢

美野里中　3年　横倉　つぼみ

美野里中　3年　田村　亮真

美野里中　２年　坂本　旭

美野里中　２年　打越　成都

玉里学園　７年　塚本　宗佑

学校名/氏名


